
































































































































































































































６月15日 日 午前９時 石座神社境内の清掃作業 本部役員
７月20日 日 午後４時 湯立祭 全役員
７月下旬 松明用台木搬入
８月17日 日 午前９時 神具虫干し 全役員
９月７日 日 午後７時30分 平成26年度大祭行事・日程等協議会 全役員
10月４日 土 午後４時 服喪者のお祓い 本部役員、関係者
10月５日 日 午前９時 御松刈り 全役員・各町当役・次期当役
10月12日 日 午前９時 御松出し 全役員・各町当役
10月19日 日 午前８時 御松結い 中在町・忠在町・他町各２名応援
馬場の清掃・草捨て場の草刈り 本部役員
10月23日 木 この日までに各町は、神事道の清掃
10月23日 木 午前９時 祭礼用具渡し準備 中在町・村松町・宮元町郷頭･次
期宮元町郷頭











11月３日 月･祝 午後４時 御火焚祭 全役員
11月24日 月･祝 午後１時 洗濯物受取・収納 中在地町・村松町三役・宮元町郷頭
午後４時 新穀祭 全役員
12月23日 日･祝 午前９時 新年諸準備 全役員
12月31日 水 神社の飾り付け・甘酒作り準備 本部役員・各町総代
１月１日 木 午前11時 元旦祭 全役員
お供え受付・御神酒・甘酒接待 各町担当
１月２日 金 午前９時 賽銭勘定・片付け・礼状発送等 本部役員・総代
１月18日 日 午後７時 会計監査 本部役員・関係役員






















































































































































































































・御火焚祭 （11月３日 16時～） 図10
13時、担当町の三役が石座神社に集まり、御火焚祭の準備と境内の清掃をす
る。準備は、拝殿床の雑巾がけと拝殿に神楽太鼓・折畳み椅子の設置、神饌の
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準備、割木の組み立てなどで
ある。16時前、神官、会長、
担当町以外の三役が、紋付羽
織袴で石座神社に集まり、拝
殿に置かれた椅子に着席する。
担当町は、作業服を着用して
いるため、拝殿横に並ぶ。16
時に式典が始まる。式典は、
修祓、宮司一拝、そして、神
官が灯された燭台の火種を担
当町に渡し、担当町が割木に
点火する。その後、献饌、祝詞奏上、巫女による神楽奉奏（この時、本部役員
１名が神楽太鼓を叩く）と続く。そして、神官、巫女そして会長（この時、役
員は起立し会長にあわせ礼拝）による玉串奉奠、撤饌、宮司一拝である。最後
に、全員に盃が配られ、神官が御神酒を盃に注ぎ、会長の合図で一斉にいただ
く。16時15分ごろ、式典が終了する。担当町の総代・郷頭は、火の付いた割木
組みを片付け、それ以外の役員は、拝殿にある神饌を神饌所に戻し、拝殿の折
畳み椅子と茣蓙を片付ける。
・新穀祭 （11月24日 16時～）
担当町は、境内の清掃と拝殿に茣蓙と折畳み椅子、神饌を設置をする。
16時前に、神官、会長および担当町以外の三役が石座神社に集まり、拝殿に
着席する。16時、式典が始まる。式典は、神官による修祓、宮司一拝、献饌、
祝詞奏上、玉串奉奠、撤饌、宮司一拝がある。玉串奉奠は、会長が行うときは、
役員は起立し会長にあわせ礼拝をする。最後に、全員に盃が配られ、神官が御
神酒をその盃に注ぎ、会長の合図で一斉にいただく。16時10分、式典が終了す
る。その後、全員で拝殿にある神饌を神饌所に戻し、拝殿の折畳み椅子と茣蓙
を片付ける。
図10 御火焚祭
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・新年諸準備 （12月23日 ９時～）
９時前、会長および各町の三役が石座神社に集まる。９時、本部役員の総代
から本日の作業内容が伝えられると、各自作業にかかる。本日の作業は、注連
縄飾りと植木の剪定、社殿の清掃、元旦に燃やすたき火の準備、来年用の割木
の用意などである。注連縄飾りは、宮元町と次期宮元町が行い、それ以外の作
業は宮元町以外の町の役員が行う。宮元町は、注連縄に使うユズリハとウラジ
ロを当日までに用意しておく。注連縄は、社殿および鳥居などに飾る。役員は、
昼食をはさみ、15時まで作業を行う。
・元旦祭 （１月１日 11時～）
６町の総代、郷頭、当役、次期当役は、前日の31日23時から１日３時、３時
から６時までというように４時間交代で１日18時まで、石座神社にて参拝者の
応対をする。総代たちは、社務所にて参拝者からのお供えを受けたり、お札や
お守りなどを授与したり、参拝者への御神酒・甘酒の接待やたき火の管理など
をしている。本部役員は、適宜参拝者の応対と、正月の準備と後片付けを行う。
11時前、神官、会長および各町の三役は、紋付羽織袴姿にて石座神社に集ま
り、拝殿に着席する。11時、式典が始まる。式典は、新穀祭と同じである。11
時５分、式典が終了する。その後、全員で拝殿にある神饌を神饌所に戻し、拝
殿の折畳み椅子と茣蓙を片付ける。
・御祈禱祭 （２月11日 16時～）
15時前に、会長および各町の三役が石座神社に集まり、拝殿に着席する。15
時、式典が始まる。式典は、新穀祭と同じである。15時5分、式典が終わる。
その後、全員で拝殿にある神饌を神饌所に戻し、拝殿の椅子と茣蓙を片付ける。
《謝辞》
本調査報告を執筆するにあたり、石座神社奉賛会会長の高橋武氏、玉置一郎
氏をはじめ、継続調査を認めてくださった上蔵町奉賛会支部の皆様、村松町、
中在地町、忠在地町、西河原町、下在地町の本部役員、総代、郷頭の方々に心
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から御礼申し上げます。本当にありがとうございました。
註
(１) 一言神社は、「明治11年（1878）村松正水山より現在地に遷座され摂社とし
て祀られてい」（『石座神社記述』2002）る。村松町には、一言神社の御旅所
があり、大祭のときには、一言神社の御霊を載せた子供神輿が石座神社を出
発して、村松町の御旅所に立ち寄る。
(２) 宮元町とは、６町が毎年持ち回りで石座神社の大祭などの準備と後片付けを
担当する町のことである。次期宮元町は、翌年の宮元町のことである。宮元
町の役割は、榊の用意、御旅所にて剣鉾立ての設置と後片付け、御神灯の用
意と片付け、放下（「石座神社」と記した旗）持ち、金棒引き、朝神事の際の
アナウンス、お稚児さん２名の手配（宮元町以外は当役がお稚児さん１名を
手配する）、御旅所の運上幕の取り付けと片付け、行列時の各休憩所にゴミ箱
設置、石倉史謡踊り奉納をする女性８名の手配と踊りの練習指導などである。
宮元町になると、これらの役割をつとめるために、大祭に関わる人数が通常
の大祭に比べて多くなる。
(３) 石座神社の神輿は、大人神輿２基と子供神輿１基がある。大人神輿の１基は、
石座神社の本殿東社にならい「東神輿」、もう１基を西社にならい「西神輿」
と称する。その後、「東神輿」は「男神輿」、「西神輿」を「女神輿」と呼ぶよ
うになった。「男神輿」は、東座の村松町・中在地町・上蔵町、「女神輿」は、
西座の西河原町・忠在地町・下在地町の氏子に担がれていたが、戦後担ぎ手
が少なくなったことから、現在は６町の氏子全員で「女神輿」１基を担いで
いる。「女神輿」975㎏より「男神輿」1200㎏（推定）のほうが重いといわれ
ている。
(４) 村松町は、石座神社に入る順番が決まっていない。石座神社に向かう途中で
他の町と合流したタイミングで列に加わる。
以上が、石座神社における祭祀組織と年中行事の調査報告である。
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